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(57)【要約】
　誘導結合通信のための方法が説明される。この方法は
、第１の信号を生成することを含む。第１の信号周波数
は、誘導結合通信のためのキャリア周波数の第１の整数
倍である。この方法はまた、スタンドアロンモードと共
存モードの間で選択することを含む。この方法は、スタ
ンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得する
ために、第１の信号を分周することをさらに含む。第２
の信号周波数は、キャリア周波数の第２の整数倍である
。この方法は、共存モードにあるときに、第３の信号を
取得するために、第１の信号を分周することをさらに含
む。第３の信号周波数は、キャリア周波数の第３の整数
倍である。この方法はまた、第２の信号および第３の信
号のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通信信
号を生成することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘導結合通信のための方法であって、
　第１の信号を生成することと、ここにおいて、第１の信号周波数は、誘導結合通信のた
めのキャリア周波数の第１の整数倍である、
　スタンドアロンモードと共存モードの間で選択することと、
　スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得するために、前記第１の信号を
分周することと、ここにおいて、第２の信号周波数は、前記キャリア周波数の第２の整数
倍である、
　共存モードにあるときに、第３の信号を取得するために、前記第１の信号を分周するこ
とと、ここにおいて、第３の信号周波数は、前記キャリア周波数の第３の整数倍である、
　前記第２の信号および前記第３の信号のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通
信信号を生成することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記スタンドアロンモードと前記共存モードの間で選択することは、
　ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行するときに、スタンドアロンモードを選択する
ことと、
　ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存モードを選択することと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記共存モードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号を生成することは、２８ビッ
トの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信号に前記第
３の信号を変換することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記誘導結合通信信号の周波数は、前記キャリア周波数である、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　前記誘導結合通信信号の第７高調波は、前記２８ビットの波形ジェネレータルックアッ
プテーブルを使用して除去される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記スタンドアロンモードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号を生成することは
、３２ビットの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信
号に前記第２の信号を変換することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記キャリア周波数の整数倍である周波数で物理クロック信号を生成することと、ここ
において、前記物理クロック信号は、前記選択されたモードに基づいて、前記第２の信号
または第３の信号を分周することによって生成される、
　前記キャリア周波数の整数倍である周波数でデジタルクロック信号を生成することと、
ここにおいて、前記デジタルクロック信号は、前記物理クロック信号を分周することによ
って生成される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２の信号または前記第３の信号のいずれかを取得するために前記第１の信号を分
周することは、前記選択されたモードに基づいて、１つまたは複数のプログラマブルディ
バイダを調整することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記誘導結合通信は、近距離無線通信（ＮＦＣ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記キャリア周波数は、１３．５６メガヘルツ（ＭＨｚ）であり、前記第１の信号周波
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数は、６０７４．８８ＭＨｚであり、前記第２の信号周波数は、４３３．９２ＭＨｚであ
り、前記第３の信号周波数は、３７９．６８ＭＨｚである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　誘導結合通信のための回路であって、
　第１の信号を生成する信号ジェネレータと、ここにおいて、第１の信号周波数は、誘導
結合通信のためのキャリア周波数の第１の整数倍である、
　スタンドアロンモードと共存モードの間で選択するモード選択モジュールと、
　スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得するために、前記第１の信号を
分周するスタンドアロンディバイダと、ここにおいて、第２の信号周波数は、前記キャリ
ア周波数の第２の整数倍である、
　共存モードにあるときに、第３の信号を取得するために、前記第１の信号を分周する共
存ディバイダと、ここにおいて、第３の信号周波数は、前記キャリア周波数の第３の整数
倍である、
　前記第２の信号および前記第３の信号のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通
信信号を生成する誘導結合通信信号ジェネレータと、
　を備える回路。
【請求項１２】
　前記モード選択モジュールは、電子デバイスがＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行
しているときに、スタンドアロンモードを選択し、前記モード選択モジュールは、前記電
子デバイスがＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行しているときに、共存モードを選択す
る、請求項１１に記載の回路。
【請求項１３】
　前記共存モードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号ジェネレータは、２８ビット
の波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信号に前記第３
の信号を変換する、請求項１１に記載の回路。
【請求項１４】
　前記誘導結合通信信号の周波数は、前記キャリア周波数である、請求項１３に記載の回
路。
【請求項１５】
　前記誘導結合通信信号の第７高調波は、前記２８ビットの波形ジェネレータルックアッ
プテーブルを使用して除去される、請求項１３に記載の回路。
【請求項１６】
　前記スタンドアロンモードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号ジェネレータは、
３２ビットの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信号
に前記第２の信号を変換する、請求項１１に記載の回路。
【請求項１７】
　前記選択されたモードに基づいて前記第２の信号または第３の信号を分周することによ
って物理クロック信号を生成する物理クロックディバイダと、ここにおいて、前記物理ク
ロック信号は、前記キャリア周波数の整数倍である周波数を有する、
　前記物理クロック信号を分周することによってデジタルクロック信号を生成するデジタ
ルクロックディバイダと、ここにおいて、前記デジタルクロック信号は、前記キャリア周
波数の整数倍である周波数を有する、
　をさらに備える、請求項１１に記載の回路。
【請求項１８】
　誘導結合通信のための装置であって、
　第１の信号を生成するための手段と、ここにおいて、第１の信号周波数は、誘導結合通
信のためのキャリア周波数の第１の整数倍である、
　スタンドアロンモードと共存モードの間で選択するための手段と、
　スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得するために、前記第１の信号を
分周するための手段と、ここにおいて、第２の信号周波数は、前記キャリア周波数の第２
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の整数倍である、
　共存モードにあるときに、第３の信号を取得するために、前記第１の信号を分周するた
めの手段と、ここにおいて、第３の信号周波数は、前記キャリア周波数の第３の整数倍で
ある、
　前記第２の信号および前記第３の信号のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通
信信号を生成するための手段と、
　を備える装置。
【請求項１９】
　前記スタンドアロンモードと前記共存モードの間で選択するための前記手段は、
　ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行するときに、スタンドアロンモードを選択する
ための手段と、
　ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存モードを選択するための手段と
、
　を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記共存モードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号を生成するための前記手段は
、２８ビットの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信
号に前記第３の信号を変換するための手段を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記誘導結合通信信号の周波数は、前記キャリア周波数である、請求項２０に記載の装
置。
【請求項２２】
　前記誘導結合通信信号の第７高調波は、前記２８ビットの波形ジェネレータルックアッ
プテーブルを使用して除去される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記スタンドアロンモードが選択されたとき、前記誘導結合通信信号を生成するための
前記手段は、３２ビットの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、前記誘導
結合通信信号に前記第２の信号を変換するための手段を備える、請求項１８に記載の装置
。
【請求項２４】
　前記キャリア周波数の整数倍である周波数で物理クロック信号を生成するための手段と
、ここにおいて、前記物理クロック信号は、前記選択されたモードに基づいて、前記第２
の信号または第３の信号を分周することによって生成される、
　前記キャリア周波数の整数倍である周波数でデジタルクロック信号を生成するための手
段と、ここにおいて、前記デジタルクロック信号は、前記物理クロック信号を分周するこ
とによって生成される、
　をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　誘導結合通信のためのコンピュータプログラム製品であって、その上に命令を有する非
一時的な有形のコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、
　電子デバイスに、第１の信号を生成させるためのコードと、ここにおいて、第１の信号
周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数の第１の整数倍である、
　前記電子デバイスに、スタンドアロンモードと共存モードの間で選択させるためのコー
ドと、
　前記電子デバイスに、スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得するため
に、前記第１の信号を分周させるためのコードと、ここにおいて、第２の信号周波数は、
前記キャリア周波数の第２の整数倍である、
　前記電子デバイスに、共存モードにあるときに、第３の信号を取得するために、前記第
１の信号を分周させるためのコードと、ここにおいて、第３の信号周波数は、前記キャリ
ア周波数の第３の整数倍である、
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　前記電子デバイスに、前記第２の信号および前記第３の信号のうちの少なくとも１つを
使用して、誘導結合通信信号を生成させるためのコードと、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　前記電子デバイスに、スタンドアロンモードと共存モードの間で選択させるための前記
コードは、
　前記電子デバイスに、ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行するときに、スタンドア
ロンモードを選択させるためのコードと、
　前記電子デバイスに、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存モードを
選択させるためのコードと、
　を備える、請求項２５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２７】
　前記共存モードが選択されたとき、前記電子デバイスに、前記誘導結合通信信号を生成
させるための前記コードは、前記電子デバイスに、２８ビットの波形ジェネレータルック
アップテーブルを使用して、前記誘導結合通信信号に前記第３の信号を変換させるための
コードを備える、請求項２５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記誘導結合通信信号の周波数は、前記キャリア周波数である、請求項２７に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　前記誘導結合通信信号の第７高調波は、前記２８ビットの波形ジェネレータルックアッ
プテーブルを使用して除去される、請求項２７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　前記電子デバイスに、前記キャリア周波数の整数倍である周波数で物理クロック信号を
生成させるためのコードと、ここにおいて、前記物理クロック信号は、前記選択されたモ
ードに基づいて、前記第２の信号または第３の信号を分周することによって生成される、
　前記電子デバイスに、前記キャリア周波数の整数倍である周波数でデジタルクロック信
号を生成させるためのコードと、ここにおいて、前記デジタルクロック信号は、前記物理
クロック信号を分周することによって生成される、
　をさらに備える、請求項２５に記載のコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示は、一般に信号処理に関する。より具体的には、本開示は、送信の干渉を
低減させるためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]過去数１０年間で、電子デバイスの使用は一般的となった。特に、電子技術の進
歩は、ますます複雑で有用な電子デバイスのコストを低減させた。コスト低減および消費
者の需要は、電子デバイスが現代社会において事実上ユビキタスになるように、それらの
使用を激増させた。電子デバイスの使用が拡大するにつれて、電子デバイスの新しいおよ
び改善された特徴に対する需要も拡大した。より具体的には、より速く、より効率的に、
またはより高い品質で機能を実行する電子デバイスが、しばしば求められている。
【０００３】
　[0003]多くの電子デバイスは、複数の異なる技術を利用し得る。例えば、電子デバイス
は、他の通信技術のためのトランシーバに加えて、ＦＭ受信機を含み得る。これらの技術
は、同時並行に使用されるときに干渉を経験し得る。例えば、ＦＭ受信機は、近距離無線
通信（ＮＦＣ：near field communication）無線との同時並行使用中に、感度低下を経験
し得る。複数の利点が、通信技術間の干渉を低減させることによって実現され得る。
【発明の概要】
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【０００４】
　[0004]誘導結合通信のための方法が説明される。この方法は、第１の信号を生成するこ
とを含む。第１の信号周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数の第１の整数倍で
ある。この方法はまた、スタンドアロンモードと共存モードの間で選択することを含む。
この方法は、スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得するために、第１の
信号を分周（dividing）することをさらに含む。第２の信号周波数は、キャリア周波数の
第２の整数倍である。この方法は、共存モードにあるときに、第３の信号を取得するため
に、第１の信号を分周することをさらに含む。第３の信号周波数は、キャリア周波数の第
３の整数倍である。この方法はまた、第２の信号および第３の信号のうちの少なくとも１
つを使用して、誘導結合通信信号を生成することを含む。
【０００５】
　[0005]スタンドアロンモードと共存モードの間で選択することは、ＦＭ受信なしに誘導
結合通信送信を実行するときに、スタンドアロンモードを選択することを含み得る。共存
モードは、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに選択され得る。
【０００６】
　[0006]共存モードが選択されたとき、誘導結合通信信号を生成することは、２８ビット
の波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、誘導結合通信信号に第３の信号を
変換することを含み得る。誘導結合通信信号の周波数は、キャリア周波数である。誘導結
合通信信号の第７高調波（seventh harmonic）は、２８ビットの波形ジェネレータルック
アップテーブルを使用して除去される（canceled）。
【０００７】
　[0007]スタンドアロンモードが選択されたとき、誘導結合通信信号を生成することは、
３２ビットの波形ジェネレータルックアップテーブルを使用して、誘導結合通信信号に第
２の信号を変換することを含み得る。
【０００８】
　[0008]この方法はまた、キャリア周波数の整数倍である周波数で（with）物理クロック
信号を生成することを含み得る。物理クロック信号は、選択されたモードに基づいて、第
２の信号または第３の信号を分周することによって生成され得る。デジタルクロック信号
は、キャリア周波数の整数倍である周波数で生成され得る。デジタルクロック信号は、物
理クロック信号を分周することによって生成され得る。
【０００９】
　[0009]第２の信号または第３の信号のいずれかを取得するために第１の信号を分周する
ことは、選択されたモードに基づいて、１つまたは複数のプログラマブルディバイダを調
整することを含み得る。
【００１０】
　[0010]誘導結合通信は、近距離無線通信（ＮＦＣ）であり得る。キャリア周波数は、１
３．５６メガヘルツ（ＭＨｚ）であり得、第１の信号周波数は、６０７４．８８ＭＨｚで
あり得、第２の信号周波数は、４３３．９２ＭＨｚであり得、第３の信号周波数は、３７
９．６８ＭＨｚであり得る。
【００１１】
　[0011]誘導結合通信のための回路がまた、説明される。この回路は、第１の信号を生成
する信号ジェネレータを含む。第１の信号周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波
数の第１の整数倍である。この回路はまた、スタンドアロンモードと共存モードの間で選
択するモード選択モジュールを含む。この回路は、スタンドアロンモードにあるときに、
第２の信号を取得するために、第１の信号を分周するスタンドアロンディバイダをさらに
含む。第２の信号周波数は、キャリア周波数の第２の整数倍である。この回路は、共存モ
ードにあるときに、第３の信号を取得するために、第１の信号を分周する共存ディバイダ
をさらに含む。第３の信号周波数は、キャリア周波数の第３の整数倍である。この回路は
また、第２の信号および第３の信号のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通信信
号を生成する誘導結合通信信号ジェネレータを含む。
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【００１２】
　[0012]誘導結合通信のための装置がまた、説明される。この装置は、第１の信号を生成
するための手段を含む。第１の信号周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数の第
１の整数倍である。この装置はまた、スタンドアロンモードと共存モードの間で選択する
ための手段を含む。この装置は、スタンドアロンモードにあるときに、第２の信号を取得
するために、第１の信号を分周するための手段をさらに含む。第２の信号周波数は、キャ
リア周波数の第２の整数倍である。この装置は、共存モードにあるときに、第３の信号を
取得するために、第１の信号を分周するための手段をさらに含む。第３の信号周波数は、
キャリア周波数の第３の整数倍である。この装置はまた、第２の信号および第３の信号の
うちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通信信号を生成するための手段を含む。
【００１３】
　[0013]誘導結合通信のためのコンピュータプログラム製品がまた、説明される。このコ
ンピュータプログラム製品は、その上に命令を有する非一時的な有形のコンピュータ可読
媒体を含む。これら命令は、電子デバイスに、第１の信号を生成させるためのコードを含
む。第１の信号周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数の第１の整数倍である。
これら命令はまた、電子デバイスに、スタンドアロンモードと共存モードの間で選択させ
るためのコードを含む。これら命令は、電子デバイスに、スタンドアロンモードにあると
きに、第２の信号を取得するために、第１の信号を分周させるためのコードをさらに含む
。第２の信号周波数は、キャリア周波数の第２の整数倍である。これら命令は、電子デバ
イスに、共存モードにあるときに、第３の信号を取得するために、第１の信号を分周させ
るためのコードをさらに含む。第３の信号周波数は、キャリア周波数の第３の整数倍であ
る。これら命令はまた、電子デバイスに、第２の信号および第３の信号のうちの少なくと
も１つを使用して、誘導結合通信信号を生成させるためのコードを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】[0014]図１は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメ
ントされ得る電子デバイスの１つの構成を例示するブロック図である。
【図２】[0015]図２は、送信の干渉を低減させるための方法の１つの構成を例示するフロ
ー図である。
【図３】[0016]図３は、送信の干渉を低減させるためのシンセサイザおよびモード選択モ
ジュールの１つの構成を例示するブロック図である。
【図４】[0017]図４は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメ
ントされ得る電子デバイスの別の構成を例示するブロック図である。
【図５】[0018]図５は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメ
ントされ得るシンセサイザの１つの構成を例示するブロック図である。
【図６】[0019]図６は、送信の干渉を低減させるための方法の詳細な構成を例示するフロ
ー図である。
【図７】[0020]図７は、２８ビットのルックアップテーブル（ＬＵＴ）信号を使用した近
距離無線通信（ＮＦＣ）信号の生成を例示するグラフである。
【図８】[0021]図８は、２８ビットのＬＵＴを用いて第７高調波を除去するための構成を
例示する。
【図９】[0022]図９は、ワイヤレス通信システムにおける誘導結合通信の１つの構成を例
示するブロック図である。
【図１０】[0023]図１０は、電子デバイス内に含まれ得るある特定のコンポーネントを例
示する。
【発明の詳細な説明】
【００１５】
　[0024]ここに開示されるシステムおよび方法は、ワイヤレスに通信するおよび／または
ワイヤード接続またはリンクを使用して通信する電子デバイスに適用され得る。例えば、
いくつかの電子デバイスは、イーサネット（登録商標）プロトコルを使用して他のデバイ
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スと通信し得る。１つの構成では、ここに開示されるシステムおよび方法は、誘導結合通
信技術を使用して別のデバイスと通信する通信デバイスに適用され得る。誘導結合通信技
術の１つのインプリメンテーションが、近距離無線通信（ＮＦＣ）である。
【００１６】
　[0025]ＮＦＣ技術の台頭および電子デバイス（例えば、モバイルデバイス）における強
化されたＦＭブロードキャスト受信機（Ｒｘ）性能に対する増大されたユーザ需要は、共
存についての潜在的な課題を生み出した。ここで使用される場合、「共存（coexistence
）」という用語は、電子デバイス上の、ＮＦＣトランシーバのような誘導結合通信トラン
シーバと、ＦＭ受信機との同時の（例えば、同時並行の（concurrent））動作を指す。い
くつかのシナリオでは、誘導結合通信技術による送信の１つまたは複数の高調波は、ＦＭ
ブロードキャスト帯域（例えば、７６～１０８メガヘルツ（ＭＨｚ））の範囲内にあり得
る（may fall within）。これらの高調波は、ＦＭチャネルと干渉し得（ここでは感度抑
圧（desense）または感度低下（desensitize）とも呼ばれる）、隣接するＦＭチャネルと
潜在的に干渉し得る。
【００１７】
　[0026]ＦＭ受信機と誘導結合通信トランシーバの共存への１つのアプローチが、干渉を
マスクする（mask）ことである。例えば、誘導結合通信トランシーバが送信しているとき
、ＦＭ受信機に対して送信の高調波によって引き起こされる干渉は、リスナー（listener
）にとって可聴であり得る。干渉時に、電子デバイスは、干渉をマスクするために、ＦＭ
信号をミュートし、予め録音された音声を再生し得る。しかしながら、このアプローチは
、完全な共存を制限し、極めて劣化したＦＭオーディオ品質およびチャネル効率をもたら
し得る。これらの問題は、制限されたＦＭブロードキャスト局を有する国において特に顕
著である。
【００１８】
　[0027]さまざまな構成が、ここで図面を参照して説明され、ここで、同様の参照番号は
、機能的に類似した要素を示し得る。ここで概して説明されおよび図面において例示され
るシステムおよび方法は、多種多様な構成で配列および設計されることができる。したが
って、図に示されるように、いくつかの構成についての以下のより詳細な説明は、特許請
求の範囲に記載される範囲を限定するようには意図されず、単にシステムおよび方法を代
表するものにすぎない。
【００１９】
　[0028]図１は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメントさ
れ得る電子デバイス１０２の１つの構成を例示するブロック図である。ワイヤレス通信シ
ステムは、音声、データなどのさまざまなタイプの通信コンテンツを提供するために広く
展開されている。電子デバイス１０２は、同時に（例えば、同時並行に）動作し得る複数
の通信技術を利用し得る。例えば、電子デバイス１０２は、ＦＭブロードキャストを受信
し得るＦＭ受信機を含み得る。ワイヤレス通信デバイス１０２はまた、誘導信号を送信お
よび受信し得る誘導結合通信トランシーバを含み得る。
【００２０】
　[0029]誘導結合通信トランシーバは、アンテナを介して、別の電子デバイス１０２に信
号を送信し得る。１つの構成では、誘導結合通信技術は、近距離無線通信（ＮＦＣ）であ
り得る。ＮＦＣでは、送信のキャリア周波数１４０は、１３．５６メガヘルツ（ＭＨｚ）
に規定される。＋／－７キロヘルツ（ｋＨｚ）のＮＦＣキャリア周波数１４０偏移が、仕
様により許可されている。
【００２１】
　[0030]誘導結合通信信号１３８は、供給電圧と接地との間で切り替わるパルス幅変調（
ＰＷＭ）信号によって生成され得る。ＰＷＭを使用して構築された誘導結合通信信号１３
８は、高い奇数高調波コンテンツ（high odd harmonic content)を有し得る。ＮＦＣのケ
ースでは、第７高調波（１３．５６ＭＨｚ＊７＝９４．９２ＭＨｚ）は、ＦＭ帯域上に収
まり得る（may fall on）。
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【００２２】
　[0031]１つのアプローチでは、誘導結合通信信号１３８は、３２ビットの４３３．９２
ＭＨｚ波形ジェネレータルックアップテーブル（ＬＵＴ）を通じて矩形波に変換される符
号化ビットを使用して生成され得る。３２ビットの４３３．９２ＭＨｚ波形ジェネレータ
ＬＵＴは、大きい（large）第７高調波をもたらし得る。この第７高調波は、誘導結合通
信送信中にＦＭ受信と干渉し得る。
【００２３】
　[0032]別のアプローチでは、電子デバイス１０２は、２８ビットの３７９．６８ＭＨｚ
波形ジェネレータルックアップテーブル（ＬＵＴ）を通じて矩形波に変換される符号化ビ
ットを使用して、誘導結合通信信号１３８を生成し得る。誘導結合通信信号１３８の第７
高調波は、２８ビットの３７９．６８ＭＨｚ波形ジェネレータＬＵＴを使用して除去され
ることができる。したがって、２８ビットの３７９．６８ＭＨｚ波形ジェネレータＬＵＴ
を用いて誘導結合通信信号１３８を合成することは、誘導結合通信送信の第７高調波によ
って引き起こされるＦＭ受信の干渉を低減または消去し得る。
【００２４】
　[0033]しかしながら、電子デバイス１０２がＦＭ受信なしで動作しているときは、より
高い（higher）周波数波形ジェネレータＬＵＴを保持することが望ましくあり得る。より
高い周波数波形ジェネレータＬＵＴによって生成される誘導結合通信信号１３８は、より
高い位相精度（more phase accuracy）を有し得る。例えば、３２ビットの波形ジェネレ
ータＬＵＴは、２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴよりも高い位相精度を有するであろ
う。より高い位相精度では、電子デバイス１０２は、誘導結合通信信号１３８のような、
低周波数信号をよりよく合成し得る（may synthesize better low frequency signals）
。
【００２５】
　[0034]複数の利点が、誘導結合通信信号１３８の生成のために、３２ビットの波形ジェ
ネレータＬＵＴまたは２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴの間で選択することによって
実現され得る。電子デバイス１０２は、ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行するとき
に、３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴを使用して誘導結合通信信号１３８を生成し得
る。これは、誘導結合通信信号１３８の合成に望ましい位相精度を提供し得る。電子デバ
イス１０２は、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、２８ビットの波形ジェ
ネレータＬＵＴを使用して誘導結合通信信号１３８を生成し得、これは、誘導結合通信信
号１３８の第７高調波を除去し得る。
【００２６】
　[0035]電子デバイス１０２は、シンセサイザ１０４およびモード選択モジュール１０６
を含み得る。１つの構成では、シンセサイザ１０４およびモード選択モジュール１０６は
、集積回路中に含まれ得る。別の構成では、シンセサイザ１０４およびモード選択モジュ
ール１０６は、電子デバイス１０２の別個のコンポーネントであり得る。
【００２７】
　[0036]シンセサイザ１０４は、第１の信号ジェネレータ１１２を含み得る。１つの構成
では、第１の信号ジェネレータ１１２は、位相ロックループ（ＰＬＬ）の一部として、イ
ンダクタキャパシタ（ＬＣ）電圧制御発振器（ＶＣＯ）を含み得る。第１の信号ジェネレ
ータ１１２は、ある特定の周波数（例えば、第１の信号周波数１１６）で（with）第１の
信号１１４を生成し得る。第１の信号周波数１１６は、誘導結合通信ためのキャリア周波
数１４０の第１の整数倍１１８であり得る。ＮＦＣのケースでは、キャリア周波数１４０
は、１３．５６ＭＨｚであり得る。第１の信号周波数１１６は、６０７４．８８ＭＨｚで
あり得る。このケースでは、第１の信号周波数１１６についての第１の整数倍１１８は、
４４８である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊４４８＝６０７４．８８ＭＨｚ）。
【００２８】
　[0037]モード選択モジュール１０６は、スタンドアロンモード１０８と共存モード１１
０の間で選択し得る。モード選択モジュール１０６は、ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信
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を実行するときに、スタンドアロンモード１０８を選択し得る。モード選択モジュール１
０６は、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存モード１１０を選択し得
る。
【００２９】
　[0038]スタンドアロンディバイダ１２０は、スタンドアロンモード１０８にあるときに
、第２の信号１２２を取得するために、第１の信号１１４を分周し得る。第２の信号周波
数１２４は、キャリア周波数１４０の第２の整数倍１２６であり得る。ＮＦＣのケースで
は、第１の信号周波数１１６は、６０７４．８８ＭＨｚであり得る。スタンドアロンディ
バイダ１２０は、第１の信号１１４を１４で分周し得、これは、４３３．９２ＭＨｚの第
２の信号周波数１２４をもたらす。このケースでは、キャリア周波数１４０の第２の整数
倍１２６は、３２である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊３２＝４３３．９２ＭＨｚ）。
【００３０】
　[0039]共存ディバイダ１２８は、共存モード１１０にあるときに、第３の信号１３０を
取得するために、第１の信号１１４を分周し得る。第３の信号周波数１３２は、キャリア
周波数１４０の第３の整数倍１３４であり得る。ＮＦＣのケースでは、第１の信号周波数
１１６は、６０７４．８８ＭＨｚであり得る。スタンドアロンディバイダ１２０は、第１
の信号１１４を１６で分周し得、これは、３７９．６８ＭＨｚの第３の信号周波数１３２
をもたらす。このケースでは、キャリア周波数１４０の第３の整数倍１３４は、２８であ
る（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊２８＝３７９．６８ＭＨｚ）。
【００３１】
　[0040]誘導結合通信信号ジェネレータ１３６は、第２の信号１２２および第３の信号１
３０のうちの少なくとも１つを使用して、誘導結合通信信号１３８を生成し得る。誘導結
合通信信号１３８の周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数１４０である。上述
されたように、ＮＦＣのケースでは、キャリア周波数１４０は、１３．５６ＭＨｚである
。
【００３２】
　[0041]スタンドアロンモード１０８が選択されたとき、誘導結合通信信号ジェネレータ
１３６は、３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴを使用して、誘導結合通信信号１３８に
第２の信号１２２を変換し得る。共存モード１１０が選択されたとき、誘導結合通信信号
ジェネレータ１３６は、２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴを使用して、誘導結合通信
信号１３８に第３の信号１３０を変換し得る。誘導結合通信信号１３８の第７高調波は、
２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴを使用して除去される。２８ビットの波形ジェネレ
ータＬＵＴの動作は、図７に関連して説明される。
【００３３】
　[0042]図２は、送信の干渉を低減させるための方法２００の１つの構成を例示するフロ
ー図である。１つのインプリメンテーションでは、電子デバイス１０２は、誘導結合通信
によるＦＭの感度低下を軽減するために、図２に例示される方法２００を実行し得る。１
つのケースでは、誘導結合通信は、近距離無線通信（ＮＦＣ）であり得る。
【００３４】
　[0043]電子デバイス１０２は、第１の信号１１４を生成し得る２０２。例えば、電子デ
バイス１０２は、位相ロックループ（ＰＬＬ）の一部としてのインダクタキャパシタ（Ｌ
Ｃ）電圧制御発振器（ＶＣＯ）を使用して、第１の信号１１４を生成し得る２０２。第１
の信号１１４は、誘導結合通信のためのキャリア周波数１４０の第１の整数倍１１８であ
る第１の信号周波数１１６を有し得る。ＮＦＣのケースでは、キャリア周波数１４０は、
１３．５６ＭＨｚであり得る。このケースでは、キャリア周波数１４０の第１の整数倍１
１８は、４４８であり得る。したがって、第１の信号周波数１１６は、６０７４．８８Ｍ
Ｈｚであり得る（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊４４８＝６０７４．８８ＭＨｚ）。
【００３５】
　[0044]電子デバイス１０２は、スタンドアロンモード１０８と共存モード１１０の間で
選択し得る２０４。電子デバイス１０２は、ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信を実行する
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ときに、スタンドアロンモード１０８を選択し得る２０４。例えば、電子デバイス１０２
がＦＭ受信なしにＮＦＣ送信を実行している場合、電子デバイス１０２は、スタンドアロ
ンモード１０８を選択し得る２０４。
【００３６】
　[0045]電子デバイス１０２は、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存
モード１１０を選択し得る２０４。例えば、ＦＭ受信機が動作中であるとともに、電子デ
バイス１０２がＮＦＣ送信を実行している場合、電子デバイス１０２は、共存モード１１
０を選択し得る２０４。
【００３７】
　[0046]電子デバイス１０２は、スタンドアロンモード１０８にあるときに、第２の信号
１２２を取得するために、第１の信号１１４を分周し得る２０６。第２の信号周波数１２
４は、キャリア周波数１４０の第２の整数倍１２６であり得る。ＮＦＣのケースでは、第
１の信号周波数１１６は、６０７４．８８ＭＨｚであり得る。電子デバイス１０２は、第
１の信号１１４を１４で分周し得２０６、これは、４３３．９２ＭＨｚの第２の信号周波
数１２４をもたらす。このケースでは、キャリア周波数１４０の第２の整数倍１２６は、
３２である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊３２＝４３３．９２ＭＨｚ）。
【００３８】
　[0047]電子デバイス１０２は、共存モード１１０にあるときに、第３の信号１３０を取
得するために、第１の信号１１４を分周し得る２０８。第３の信号周波数１３２は、キャ
リア周波数１４０の第３の整数倍１３４であり得る。ＮＦＣのケースでは、第１の信号周
波数１１６は、６０７４．８８ＭＨｚであり得る。電子デバイス１０２は、第１の信号１
１４を１６で分周し得２０８、これは、３７９．６８ＭＨｚの第３の信号周波数１３２を
もたらす。このケースでは、キャリア周波数１４０の第３の整数倍１３４は、２８である
（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊２８＝３７９．６８ＭＨｚ）。
【００３９】
　[0048]電子デバイス１０２は、選択されたモードに基づいて、１つまたは複数のプログ
ラマブルディバイダを調整することによって、第２の信号１２２または第３の信号１３０
のいずれかを取得するために、第１の信号１１４を分周し得る。１つの構成では、単一の
プログラマブルディバイダが、選択されたモードに基づいて、第２の信号１２２または第
３の信号１３０のいずれかを生成するように切り替えられ得る。別の構成では、複数のプ
ログラマブルディバイダが、第２の信号１２２または第３の信号１３０を生成するために
使用され得る。
【００４０】
　[0049]電子デバイス１０２は、第２の信号１２２または第３の信号１３０のうちの少な
くとも１つを使用して、誘導結合通信信号１３８を生成し得る２１０。誘導結合通信信号
１３８の周波数は、誘導結合通信のためのキャリア周波数１４０である。
【００４１】
　[0050]スタンドアロンモード１０８が選択されたとき、電子デバイス１０２は、３２ビ
ットの波形ジェネレータＬＵＴを使用して、誘導結合通信信号１３８に第２の信号１２２
を変換し得る。共存モード１１０が選択されたとき、電子デバイス１０２は、２８ビット
の波形ジェネレータＬＵＴを使用して、誘導結合通信信号１３８に第３の信号１３０を変
換し得る。誘導結合通信信号１３８の第７高調波は、２８ビットの波形ジェネレータＬＵ
Ｔを使用して除去される。２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴの動作は、図７に関連し
て説明される。
【００４２】
　[0051]図３は、送信の干渉を低減させるためのシンセサイザ３０４およびモード選択モ
ジュール３０６の１つの構成を例示するブロック図である。シンセサイザ３０４およびモ
ード選択モジュール３０６は、図１に関連して上述されたように、電子デバイス１０２中
に含まれ得る。シンセサイザ３０４は、電子デバイス１０２がスタンドアロンモード３０
８で動作しているか、または共存モード３１０で動作しているかに基づいて、誘導結合通
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信信号３３８を生成し得る。図３に関連して説明されたコンポーネントは、ハードウェア
（例えば、回路）、ソフトウェアまたは両方の組合せにおいてインプリメントされ得る。
【００４３】
　[0052]モード選択モジュール３０６は、スタンドアロンモード３０８と共存モード３１
０の間で選択し得る。モード選択モジュール３０６は、ＦＭ受信なしに誘導結合通信送信
を実行するときに、スタンドアロンモード３０８を選択し得る。モード選択モジュール３
０６は、ＦＭ受信中に誘導結合通信送信を実行するときに、共存モード３１０を選択し得
る。
【００４４】
　[0053]モード選択モジュール３０６は、シンセサイザ３０４に結合され得る。モード選
択モジュール３０６は、スタンドアロンモード３０８が選択されたかまたは共存モード３
１０が選択されたかを示す、選択されたモード３４２信号をシンセサイザ３０４に提供し
得る。
【００４５】
　[0054]シンセサイザ３０４は、第１の信号３１４を生成する信号ジェネレータ３１２を
含み得る。信号ジェネレータ３１２は、位相ロックループ（ＰＬＬ）の一部として、イン
ダクタキャパシタ（ＬＣ）電圧制御発振器（ＶＣＯ）を含み得る。
【００４６】
　[0055]第１の信号周波数１１６は、誘導結合通信キャリア周波数１４０の整数倍１１８
である。誘導結合通信が近距離無線通信（ＮＦＣ）であるときのケースでは、第１の信号
３１４は、ＮＦＣキャリア周波数１４０の整数倍である第１の信号周波数１１６を有し得
る。例えば、第１の信号周波数１１６は、１３．５６ＭＨｚのＮＦＣキャリア周波数１４
０の４４８倍であり得る。言い換えれば、第１の信号周波数１１６は、ＮＦＣキャリア周
波数１４０の第４４８高調波であり得る。このケースでは、第１の信号周波数１１６は、
６０７４．８８ＭＨｚである。
【００４７】
　[0056]信号ジェネレータ３１２は、ディバイダ３４４に結合され得る。ディバイダ３４
４は、スタンドアロンディバイダ３２０および共存ディバイダ３２８を含み得る。１つの
構成では、ディバイダ３４４は、選択されたモード３４２に基づいて、スタンドアロンデ
ィバイダ３２０と共存ディバイダ３２８の間で選択するスイッチ３４６を含み得る。選択
されたモード３４２がスタンドアロンモード３０８であるとき、スイッチ３４６は、スタ
ンドアロンディバイダ３２０を選択し得る。選択されたモード３４２が共存モード３１０
であるとき、スイッチ３４６は、共存ディバイダ３２８を選択し得る。
【００４８】
　[0057]スタンドアロンディバイダ３２０は、第２の信号３２２を取得するために、第１
の信号３１４を分周し得る。第２の信号周波数１２４は、キャリア周波数１４０の第２の
整数倍１２６であり得る。ＮＦＣのケースでは、第１の信号周波数１１６は、６０７４．
８８ＭＨｚであり得る。スタンドアロンディバイダ３２０は、第１の信号１１４を１４で
分周し得、これは、４３３．９２ＭＨｚの第２の信号周波数１２４をもたらす。このケー
スでは、キャリア周波数１４０の第２の整数倍１２６は、３２である（すなわち、１３．
５６ＭＨｚ＊３２＝４３３．９２ＭＨｚ）。言い換えれば、第２の信号周波数１２４は、
ＮＦＣキャリア周波数１４０の第３２高調波であり得る。
【００４９】
　[0058]共存ディバイダ３２８は、第３の信号３３０を取得するために、第１の信号３１
４を分周し得る。第３の信号周波数１３２は、キャリア周波数１４０の第３の整数倍１３
４であり得る。ＮＦＣのケースでは、第１の信号周波数１１６は、６０７４．８８ＭＨｚ
であり得る。スタンドアロンディバイダ３２０は、第１の信号３１４を１６で分周し得、
これは、３７９．６８ＭＨｚの第３の信号周波数１３２をもたらす。このケースでは、キ
ャリア周波数１４０の第３の整数倍１３４は、２８である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ
＊２８＝３７９．６８ＭＨｚ）。言い換えれば、第３の信号周波数１３２は、ＮＦＣキャ
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リア周波数１４０の第２８高調波であり得る。
【００５０】
　[0059]ディバイダ３４４は、波形ジェネレータルックアップテーブル（ＬＵＴ）３４８
に結合され得る。波形ジェネレータＬＵＴ ３４８は、第２の信号３２２および第３の信
号３３０を受信し得る。波形ジェネレータＬＵＴ ３４８は、誘導結合通信信号３３８を
生成するために、３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５０および２８ビットの波形
ジェネレータＬＵＴ ３５２を含み得る。３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５０と
２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２の両方が、同じキャリア周波数１４０で誘
導結合通信信号３３８を生成することに留意されたい。ＮＦＣのケースでは、キャリア周
波数１４０は、１３．５６ＭＨｚである。
【００５１】
　[0060]３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５０は、選択されたモード３４２がス
タンドアロンモード３０８であるときに、第２の信号３２２を受信し得る。３２ビットの
波形ジェネレータＬＵＴ ３５０は、３２位相に基づいて、誘導結合通信信号３３８に第
２の信号３２２を変換し得る。
【００５２】
　[0061]２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２は、選択されたモード３４２が共
存モード３１０であるときに、第３の信号３３０を受信し得る。２８ビットの波形ジェネ
レータＬＵＴ ３５２は、２８位相に基づいて、誘導結合通信信号３３８に第３の信号３
３０を変換し得る。２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２は、誘導結合通信信号
３３８の第７高調波を除去し得る。
【００５３】
　[0062]いくつかのインプリメンテーションでは、信号ジェネレータ３１２のために、リ
ングＶＣＯがＬＣ ＶＣＯの代わりに使用され得ることに留意されたい。しかしながら、
リングＶＣＯは、２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２を使用して、十分満足の
ゆく（satisfactory）誘導結合通信信号３３８をもたらさないことがあり得る。
【００５４】
　[0063]リングＶＣＯは、ＬＣ ＶＣＯよりも低い周波数において動作し得る。例えば、
リングＶＣＯは、８６７．８４ＭＨｚにおいて動作し得る。これは、４３３．９２ＭＨｚ
の第２の信号３２２を生成するために、２で分周され得る。しかしながら、共存モード１
１０のケースでは、８６７．８４ＭＨｚの信号は、３７９．６８ＭＨｚの第３の信号３３
０を生成するために、分数（fraction）で分周されなければならない。しかしながら、８
６７．８４ＭＨｚの信号を分数で分周することは、仕様を満たさない位相ノイズをもたら
し得る。したがって、位相ノイズは、共存モード１１０中のリングＶＣＯの使用を阻止し
得る。より高い周波数のＬＣ ＶＣＯは、第１の信号３１４と、第２の信号３２２と、第
３の信号３３０との間の整数関係（integer relationship）を提供し得、これは、位相ノ
イズを低減させ得る。
【００５５】
　[0064]図４は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメントさ
れ得る電子デバイス１０２の別の構成を例示するブロック図である。電子デバイス１０２
は、ＦＭ受信機４５４および近距離無線通信（ＮＦＣ）トランシーバ４５６を含み得る。
【００５６】
　[0065]ＦＭ受信機４５４は、ＦＭ受信（Ｒｘ）アンテナ４６０を介して、ＦＭブロード
キャストを受信し得る。１つの構成では、ＦＭ Ｒｘアンテナ４６０は、電子デバイス１
０２に接続されるワイヤードヘッドセット内に存在し得る。ＦＭ受信機４５４は、ＦＭス
ペクトル内の所望のＦＭ周波数にＦＭ Ｒｘアンテナ４６０をチューニングし、その後、
チューニングされたＦＭ局を受信し得る。ＦＭブロードキャスティングは、国によって異
なり得る。例えば、米国では、ＦＭラジオ局は、８７．８～１０８ＭＨｚの周波数でブロ
ードキャストする。
【００５７】
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　[0066]電子デバイス１０２はまた、誘導信号を送信および受信するＮＦＣトランシーバ
４５６を含み得る。ＮＦＣトランシーバ４５６は、磁気誘導を使用して、別の電子デバイ
ス１０２（例えば、ターゲット）との無線通信を確立し得る。１つの構成では、ＮＦＣト
ランシーバ４５６は、ＮＦＣプロトコルにしたがって動作し得る。ＮＦＣトランシーバ４
５６は、ＮＦＣ送信機およびＮＦＣ受信機を含み得る。ＮＦＣは、図９に関連してより詳
細に説明される。
【００５８】
　[0067]ＮＦＣトランシーバ４５６は、ＮＦＣアンテナ４５８を介して、別の電子デバイ
ス１０２にＮＦＣ信号４３８を送信し得る。例えば、ＮＦＣ送信機は、パルス幅変調（Ｐ
ＭＷ）矩形信号（square signals）を生成し得、ＮＦＣアンテナ４５８にこれらの信号を
送り得る。
【００５９】
　[0068]１つまたは複数のＮＦＣ高調波４５７は、ＮＦＣ信号４３８の送信から生成され
得る。高調波は、スプリアス発射またはスパーとも呼ばれ得る。ＮＦＣ送信中、矩形波は
、奇数高調波を生成し得る。ＮＦＣ高調波４５７は、所与の送信キャリア周波数１４０の
倍数であり得る。例えば、ＮＦＣについて規定されるように、キャリア周波数１４０が１
３．５６ＭＨｚである場合、キャリア周波数１４０の第７高調波は、７×１３．５６ＭＨ
ｚまたは９４．９２ＭＨｚである。第７ＮＦＣ高調波４５７は、ＦＭブロードキャスト帯
域（例えば、７６～１０８ＭＨｚ）の範囲にある（falls in）。
【００６０】
　[0069]電子デバイス４０２がＮＦＣ送信を実行するとき、第７ＮＦＣ高調波４５７は、
ＦＭ Ｒｘアンテナ４６０によって受信され得、１つまたは複数のＦＭチャネルと潜在的
に干渉し得る（例えば、感度抑圧する）。ＦＭチャネルは、２００ｋＨｚの幅であり得る
。ＮＦＣ高調波４５７がＦＭ動作周波数上に収まり、ＦＭ信号が弱い（例えば、弱いＦＭ
局）ときには、電子デバイス４０２のユーザは、ＦＭチャネルに対するＮＦＣ高調波４５
７の影響が聞こえ得る。
【００６１】
　[0070]電子デバイス１０２は、モード選択モジュール４０６を含み得る。モード選択モ
ジュール４０６は、図１に関連して説明されたモード選択モジュール１０６にしたがって
インプリメントされ得る。１つの構成では、モード選択モジュール４０６は、ＦＭ受信機
４５４が動作可能であるかどうかを示す、ＦＭ受信機４５４からの信号を受信し得る。モ
ード選択モジュール４０６は、スタンドアロンモード１０８と共存モード１１０の間で選
択し得る。モード選択モジュール４０６は、ＦＭ受信なしにＮＦＣ送信を実行するときに
、スタンドアロンモード１０８を選択し得る。あるいは、モード選択モジュール４０６は
、ＦＭ受信中にＮＦＣ送信を実行するときに、共存モード１１０を選択し得る。
【００６２】
　[0071]モード選択モジュール４０６は、選択されたモード４４２信号を生成し得る。選
択されたモード４４２信号は、電子デバイス４０２がスタンドアロンモード１０８または
共存モード１１０にあるかどうかを示し得る。
【００６３】
　[0072]シンセサイザ４０４は、モード選択モジュール４０６から、選択されたモード４
４２を受信し得る。シンセサイザ４０４は、選択されたモード４４２に基づいて、ＮＦＣ
トランシーバ４５６による使用のためにＮＦＣ信号４３８を生成し得る。これは、図５に
関連して説明されるように達成され得る。別の構成では、シンセサイザ４０４は、トラン
シーバ４５６の内部に含まれ得る。
【００６４】
　[0073]図５は、送信の干渉を低減させるためのシステムおよび方法がインプリメントさ
れ得るシンセサイザ５０４の１つの構成を例示するブロック図である。シンセサイザ５０
４は、ＦＭ受信機４５４と近距離無線通信（ＮＦＣ）トランシーバ４５６とを含む電子デ
バイス４０２中に含まれ得る。
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【００６５】
　[0074]シンセサイザ５０４は、電子デバイス４０２がスタンドアロンモード１０８で動
作しているか、または共存モード１１０で動作しているかに基づいて、ＮＦＣ信号５３８
を生成し得る。図５に関連して説明されたコンポーネントは、ハードウェア（例えば、回
路）、ソフトウェアまたは両方の組合せにおいてインプリメントされ得る。
【００６６】
　[0075]シンセサイザ５０４は、位相周波数検出器（ＰＦＤ）チャージポンプ５６４を含
み得る。ＰＦＤチャージポンプ５６４は、基準入力５６２とフィードバック信号５６９を
受信し得る。ＰＦＤチャージポンプ５６４は、誤差信号（error signal）５７１を生成す
るために、基準入力５６２とフィードバック信号５６９を比較し得る。
【００６７】
　[0076]ループフィルタ５６６は、ＰＦＤチャージポンプ５６４に結合され得る。ループ
フィルタ５６６は、誤差信号５７１を受信し得る。ループフィルタ５６６は、フィルタさ
れた信号５７３を生成するために、誤差信号５７１に対してローパスフィルタを適用し得
る。
【００６８】
　[0077]インダクタキャパシタ（ＬＣ）電圧制御発振器（ＶＣＯ）５１２は、ループフィ
ルタ５６６に結合され得る。ＬＣ ＶＣＯ ５１２は、第１の信号５１４を生成するために
、フィルタされた信号５７３によって駆動され得る。第１の信号５１４は、ＮＦＣ信号５
３８キャリア周波数１４０（すなわち、１３．５６ＭＨｚ）の第１の整数倍１１８である
第１の信号周波数１１６を有し得る。図５に図示される構成では、第１の信号周波数１１
６は、６０７４．８８ＭＨｚであり、これは、ＮＦＣ信号５３８キャリア周波数１４０の
４４８倍である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊４４８＝６０７４．８８）。
【００６９】
　[0078]ＬＣ ＶＣＯ ５１２は、第１のディバイダ５４４に結合され得る。第１のディバ
イダ５４４は、選択されたモード５４２ａに基づいて、第２の信号５２２または第３の信
号５３０を取得するために、第１の信号５１４を分周し得る。第１のディバイダ５４４は
、モード選択モジュール１０６から、選択されたモード５４２ａ信号を受信し得る。第２
の信号５２２および第３の信号５３０の両方が、ＮＦＣ信号５３８キャリア周波数１４０
の整数倍であり得る。
【００７０】
　[0079]選択されたモード５４２ａがスタンドアロンモード１０８である（例えば、電子
デバイス１０２が、ＦＭ受信なしにＮＦＣ送信を実行している）ときには、第１のディバ
イダ５４４は、４３３．９２ＭＨｚの周波数で第２の信号５２２を取得するために、第１
の信号５１４を１４で分周し得る（すなわち、６０７４．８８ＭＨｚ÷１４＝４３３．９
２ＭＨｚ）。このケースでは、第２の信号周波数１２４は、ＮＦＣ信号５３８キャリア周
波数１４０の３２倍である。
【００７１】
　[0080]選択されたモード５４２ａが共存モード１１０である（例えば、電子デバイス１
０２が、ＦＭ受信中にＮＦＣ送信を実行している）ときには、第１のディバイダ５４４は
、３７９．６８ＭＨｚの周波数で第３の信号５３０を取得するために、第１の信号５１４
を１６で分周し得る（すなわち、６０７４．８８ＭＨｚ÷１６＝３７９．６８ＭＨｚ）。
このケースでは、第３の信号周波数１３２は、ＮＦＣ信号５３８キャリア周波数１４０の
２８倍である。
【００７２】
　[0081]第１のディバイダ５４４は、フィードバックディバイダ５６８に結合され得る。
第１のディバイダ５４４の出力（すなわち、第２の信号５２２または第３の信号５３０）
は、フィードバックディバイダ５６８に提供され得る。第１のディバイダ５４４の出力は
、フィードバック信号５６９を生成するために、値１／Ｎによって分周され得る。Ｎの値
は、選択されたモード５４２ｂに基づいて設定可能であり得る。例えば、Ｎは、選択され
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たモード５４２ｂがスタンドアロンモード１０８であるときに、一つの値を有し得、フィ
ードバックディバイダ５６８は、第２の信号５２２を受信する。Ｎは、選択されたモード
５４２ｂが共存モード１１０であるときに、もう一方の値を有し得る。ＰＦＤチャージポ
ンプ５６４、ループフィルタ５６６、ＬＣ ＶＣＯ ５１２、第１のディバイダ５４４およ
びフィードバックディバイダ５６８は、位相ロックループ（ＰＬＬ）を形成し得ることに
留意されたい。
【００７３】
　[0082]第１のディバイダ５４４はまた、波形ジェネレータルックアップテーブル（ＬＵ
Ｔ）５４８に結合され得る。波形ジェネレータＬＵＴ ５４８は、第１のディバイダ５４
４の出力（例えば、第２の信号５２２または第３の信号５３０）を受信し得る。波形ジェ
ネレータＬＵＴ ５４８は、３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５０および２８ビッ
トの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２を含み得る。波形ジェネレータＬＵＴ ５４８は、選
択されたモード５４２ｃに基づいて、ＮＦＣ信号５３８を生成し得る。選択されたモード
５４２ｃがスタンドアロンモード１０８であるときには、波形ジェネレータＬＵＴ ５４
８は、３２ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５０を使用して、ＮＦＣ信号５３８に第
２の信号５２２を変換する。選択されたモード５４２ｃが共存モード１１０であるときに
は、波形ジェネレータＬＵＴ ５４８は、２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２を
使用して、ＮＦＣ信号５３８に第３の信号５３０を変換する。
【００７４】
　[0083]物理クロックディバイダ５７０が、第１のディバイダ５４４の出力に結合され得
る。物理クロックディバイダ５７０は、第１のディバイダ５４４の出力（すなわち、第２
の信号５２２または第３の信号５３０）を受信し得る。物理クロックディバイダ５７０は
、ＮＦＣ信号５３８キャリア周波数１４０の整数倍である周波数で物理クロック信号５７
２を生成し得る。このケースでは、物理クロック信号５７２の周波数は、ＮＦＣ信号５３
８キャリア周波数１４０の８倍であり得る。
【００７５】
　[0084]物理クロック信号５７２は、選択されたモード５４２ｄに基づいて、第２の信号
５２２または第３の信号５３０を分周することによって生成され得る。選択されたモード
５４２ｄがスタンドアロンモード１０８であるときには、物理クロックディバイダ５７０
は、１０８．４８ＭＨｚの周波数を有する物理クロック信号５７２を生成するために、第
２の信号５２２を４で分周し得る（すなわち、４３３．９２ＭＨｚ÷４＝１０８．４８Ｍ
Ｈｚ）。選択されたモード５４２ｄが共存モード１１０であるときには、物理クロックデ
ィバイダ５７０は、１０８．４８ＭＨｚの周波数を有する物理クロック信号５７２を生成
するために、第３の信号５３０を３．５で分周し得る（すなわち、３７９．６８ＭＨｚ÷
３．５＝１０８．４８ＭＨｚ）。
【００７６】
　[0085]第２の信号５２２または第３の信号５３０を分周する際に、物理クロック信号５
７２は、選択されたモード５４２ｂにかかわらず、同じ周波数を有することに留意された
い。言い換えれば、物理クロック信号５７２は、選択されたモード５４２ｄにかかわらず
、一定のままである。
【００７７】
　[0086]デジタルクロックディバイダ５７４が、物理クロックディバイダ５７０の出力に
結合され得る。デジタルクロックディバイダ５７４は、物理クロック信号５７２を受信し
得る。デジタルクロックディバイダ５７４は、５４．２４ＭＨｚの周波数を有するデジタ
ルクロック信号５７６を生成するために、物理クロック信号５７２を２で分周し得る（す
なわち、１０８．４８ＭＨｚ÷２＝５４．２４ＭＨｚ）。このケースでは、デジタルクロ
ック信号５７６の周波数は、ＮＦＣ信号５３８キャリア周波数１４０の４倍であり得る。
物理クロック信号５７２と同様に、デジタルクロック信号５７６は、選択されたモード５
４２にかかわらず、一定のままであることに留意されたい。
【００７８】
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　[0087]図５が６０７４．８８ＭＨｚ ＬＣ ＶＣＯ ５１２を説明している一方で、４３
３．９２ＭＨｚの第２の信号５２２および３７９．６８ＭＨｚの第３の信号５３０の整数
倍である他の周波数が使用され得る。例えば、ＬＣ ＶＣＯ ５１２は、３０３７．４４Ｍ
Ｈｚ、１２１４９．７６ＭＨｚなどの周波数を有し得る。
【００７９】
　[0088]説明されたシステムおよび方法は、いくつかの利点を提供する。例えば、シンセ
サイザ５０４は、容易な周波数チューニングを提供する。シンセサイザ５０４はまた、良
好な面積（例えば、サイズ）と電力のトレードオフを提供する。さらに、説明されたシン
セサイザ５０４は、より低い周波数リングＶＣＯと比べて、優れた位相ノイズ（superior
 phase noise）を生成する。加えて、シンセサイザ５０４は、シンプルなディバイダスキ
ームを提示する。
【００８０】
　[0089]図６は、送信の干渉を低減させるための方法６００の詳細な構成を例示するフロ
ー図である。１つのインプリメンテーションでは、電子デバイス４０２は、近距離無線通
信（ＮＦＣ）送信によるＦＭの感度低下を軽減するために、図６に例示される方法６００
を実行し得る。
【００８１】
　[0090]電子デバイス４０２は、６０７４．８８ＭＨｚの信号を生成し得る６０２。例え
ば、電子デバイス４０２は、位相ロックループ（ＰＬＬ）の一部としてのインダクタキャ
パシタ（ＬＣ）電圧制御発振器（ＶＣＯ）を使用して、６０７４．８８ＭＨｚを生成し得
る６０２。６０７４．８８ＭＨｚの信号周波数は、ＮＦＣ信号４３８キャリア周波数１４
０の４４８倍である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊４４８＝６０７４．８８）。
【００８２】
　[0091]電子デバイス４０２は、スタンドアロンモード１０８と共存モード１１０の間で
選択し得る６０４。電子デバイス４０２は、ＦＭ受信なしにＮＦＣ送信を実行するときに
、スタンドアロンモード１０８を選択し得る６０４。あるいは、電子デバイス４０２は、
ＦＭ受信中にＮＦＣ送信を実行するときに、共存モード１１０を選択し得る６０４。
【００８３】
　[0092]電子デバイス４０２は、スタンドアロンモード１０８が選択されたかどうかを決
定し得る６０６。スタンドアロンモード１０８が選択された場合には、電子デバイス４０
２は、４３３．９２ＭＨｚの信号を取得するために、６０７４．８８ＭＨｚの信号を１４
で分周し得る６０８。このケースでは、４３３．９２ＭＨｚの信号は、１３．５６ＭＨｚ
のＮＦＣ信号４３８の３２倍である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊３２＝４３３．９２
ＭＨｚ）。電子デバイス４０２は、３２ビットの波形ジェネレータルックアップテーブル
３５０を使用して、１３．５６ＭＨｚのＮＦＣ信号４３８に４３３．９２ＭＨｚの信号を
変換し得る６１０。
【００８４】
　[0093]電子デバイス４０２は、１０８．４８ＭＨｚの物理クロック信号５７２を取得す
るために、４３３．９２ＭＨｚの信号を４で分周し得る６１２。このケースでは、物理ク
ロック信号５７２の周波数は、ＮＦＣ信号４３８キャリア周波数１４０の８倍であり得る
（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊８＝１０８．４８ＭＨｚ）。
【００８５】
　[0094]電子デバイス４０２が、スタンドアロンモード１０８が選択されていない（すな
わち、共存モード１１０が選択された）と決定した６０６場合には、電子デバイス４０２
は、３７９．６８ＭＨｚの信号を取得するために、６０７４．８８ＭＨｚの信号を１６で
分周し得る６１４。このケースでは、３７９．６８ＭＨｚの信号は、１３．５６ＭＨｚの
ＮＦＣ信号４３８の２８倍である（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊２８＝３７９．６８Ｍ
Ｈｚ）。電子デバイス４０２は、２８ビットの波形ジェネレータルックアップテーブル３
５２を使用して、１３．５６ＭＨｚのＮＦＣ信号４３８に３７９．６８ＭＨｚの信号を変
換し得る６１６。
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【００８６】
　[0095]電子デバイス４０２は、１０８．４８ＭＨｚの物理クロック信号５７２を取得す
るために、３７９．６８ＭＨｚの信号を３．５で分周し得る６１８。このケースでは、物
理クロック信号５７２の周波数は、ＮＦＣ信号４３８キャリア周波数１４０の８倍であり
得る（すなわち、１３．５６ＭＨｚ＊８＝１０８．４８ＭＨｚ）。
【００８７】
　[0096]図７は、２８ビットのルックアップテーブル（ＬＵＴ）信号７８０を使用した近
距離無線通信（ＮＦＣ）信号７３８の生成を例示するグラフである。ＮＦＣのケースでは
、ＮＦＣ信号７３８は、１３．５６ＭＨｚのキャリア周波数１４０を有するサイン波であ
り得る。１つの構成では、２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２は、３７９．６
８ＭＨｚの信号を受信し得、これは、１３．５６ＭＨｚのキャリア周波数１４０の２８倍
である。３７９．６８ＭＨｚの信号では、１３．５７ＭＨｚの信号を生成するために２８
位相が利用可能である。
【００８８】
　[0097]２８ビットの波形ジェネレータＬＵＴ ３５２は、高周波数３７９．６８ＭＨｚ
の信号を使用して、２８ビットのＬＵＴ信号７８０を生成し得る。２８ビットのＬＵＴ信
号７８０は、２８ビット長のパターン（28-bit long pattern）を有する矩形波であり得
る。２８ビットのＬＵＴ信号７８０は、正相（すなわち、「1」）、逆相（例えば、「－
１」）を有し得、またはゼロであり得る。ＮＦＣ信号７３８を生成するための１つの解決
策が、２８ビットのＬＵＴ信号７８０について、次のパターンを有することである： １
２×‘１’，２×‘０’１２×‘－１’，２×‘０’の３７９．６８ＭＨｚサイクル。他
の解決策は、図８に関連して説明される。ＮＦＣ信号７３８の基本サイン波は、２８ビッ
トのＬＵＴ信号７８０を帯域通過システムに通すことよって生成され得る。
【００８９】
　[0098]２８ビットのＬＵＴ信号７８０とともにフーリエ展開を使用して、ＮＦＣ信号７
３８の第７高調波７８４の係数は、「０」に設定され得る。第７高調波７８４の係数を「
０」に設定する例が、図８に関連して説明される。
【００９０】
　[0099]第７高調波７８４の係数を「０」に設定し、２８ビットのＬＵＴ信号７８０を使
用することによって、第７高調波７８４は除去され得る。言い換えれば、ＬＵＴの長さは
、第７高調波７８４を直接除去するＬＵＴパターンが選ばれるように、波形ジェネレータ
において調整され得る。いったん除去されると、第７高調波７８４は、ＦＭ受信と干渉し
なくなる。
【００９１】
　[00100]２８以外の位相の数を使用した第７高調波７８４の除去は、効果的でないこと
があり得ることに留意されたい。例えば、（例えば、４３３．９２ＭＨｚの信号に関連付
けられた）３２位相を使用することは、第７高調波７８４の除去を提供しないであろう。
したがって、４３３．９２ＭＨｚの信号で生成されたＮＦＣ信号７３８は、著しい第７高
調波７８４を有し得る。
【００９２】
　[00101]図８は、２８ビットのＬＵＴを用いて第７高調波７８４を除去するための構成
を例示する。波形ジェネレータＬＵＴ ３４８によって生成される微分（differential)送
信（Ｔｘ）出力信号は、式（１）のフーリエ展開によって特徴付けられ得る。
【００９３】
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【数１】

【００９４】
　[00102]式（１）において、ａは、波の絶対マグニチュード（absolute magnitude)であ
る。係数αは、ＬＵＴによって使用される矩形波を特徴付けるビット数である。式（１）
において、第７高調波７８４は、１／７・ｃｏｓ（７α）・ｓｉｎ（７χ）に対応する。
第７高調波を取り除くために、αは、
【００９５】
【数２】

【００９６】
となるように選択され得る。
【００９７】
　[00103]２８ビットパターンについては、π＝１４ビットである。したがって、２８ビ
ットパターンについては、基本サイン波をシミュレート（simulate）するために使用され
得る式（２）のための３つの解が存在する。
【００９８】
　[00104]第１の解において、７α＝π／２＝１４／２ビットである。したがって、第１
の解において、α＝１ビットである。
【００９９】
　[00105]第２の解において、７α＝３π／２＝３＊１４／２ビットである。したがって
、第２の解において、α＝３ビットである。
【０１００】
　[00106]第３の解において、７α＝５π／２＝５＊１４／２ビットである。したがって
、第３の解において、α＝５ビットである。
【０１０１】
　[00107]表１は、αが１、３および５にそれぞれ設定される、ＬＵＴについての３つの
パターンを例示する。これらパターンは、いずれの７次成分なしに基本サイン波を作成す
るために、波形ジェネレータＬＵＴ ３４８によって使用され得る。
【０１０２】
【表１】

【０１０３】
　[00108]図９は、ワイヤレス通信システム９００における誘導結合通信の１つの構成を
例示するブロック図である。１つの構成では、誘導結合通信技術は、近距離無線通信（Ｎ
ＦＣ）であり得る。
【０１０４】
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　[00109]入力電力９３３は、エネルギー伝送（energy transfer）を提供するための放射
界（radiated field）９３１を生成するために送信機９２７に提供される。受信機９２９
は、放射界９３１に結合し、出力電力９３５に結合されたデバイス（図示せず）によって
蓄積または消費するための出力電力９３５を生成する。送信機９２７と受信機９２９の両
方は、距離９３７だけ分離されている。１つの例示的な構成では、送信機９２７および受
信機９２９は、受信機９２９の共振周波数と送信機９２７の共振周波数が非常に近い場合
、受信機９２９が放射界９３１の「近距離場（near-field）」に位置するときに、送信機
９２７と受信機９２９の間の伝送損失が最小になるように、相互共振関係（mutual reson
ant relationship）にしたがって構成される。
【０１０５】
　[00110]送信機９２７は、エネルギー送信のための手段を提供するための送信アンテナ
９５８ａをさらに含み、受信機９２９は、エネルギー受信のための手段を提供するための
受信アンテナ９５８ｂをさらに含む。効率的なエネルギー伝送は、エネルギーの大部分を
電磁波で遠距離場に伝搬するのではなく、送信アンテナ９５８ａの近距離場におけるエネ
ルギーの大部分を受信アンテナ９５８ｂに結合することによって行われ得る。この近距離
場にあるとき、結合モードが、送信アンテナ９５８ａと受信アンテナ９５８ｂの間に展開
され得る。この近距離場結合が行われ得る送信アンテナ９５８ａと受信アンテナ９５８ｂ
の周りのエリアは、結合モード領域と呼ばれる。
【０１０６】
　[00111]図１０は、電子デバイス１００２内に含まれ得るある特定のコンポーネントを
例示する。電子デバイス１００２は、アクセス端末、モバイル局、ユーザ機器（ＵＥ）な
どであり得る。例えば、電子デバイス１００２は、図１の電子デバイス１０２であり得る
。
【０１０７】
　[00112]電子デバイス１００２は、プロセッサ１００３を含む。プロセッサ１００３は
、汎用のシングルチップまたはマルチチップマイクロプロセッサ（例えば、アドバンスド
ＲＩＳＣ（Reduced Instruction Set Computer）マシン（ＡＲＭ））、専用マイクロプロ
セッサ（例えば、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロコントローラ、プ
ログラマブルゲートアレイなどであり得る。プロセッサ１００３は、中央処理ユニット（
ＣＰＵ）と呼ばれ得る。図１０の電子デバイス１００２には単一のプロセッサ１００３だ
けが示されているが、代替的な構成では、プロセッサの組合せ（例えば、ＡＲＭとＤＳＰ
）が使用されることができる。
【０１０８】
　[00113]電子デバイス１００２はまた、プロセッサと電子通信状態にあるメモリ１００
５を含む（すなわち、プロセッサは、メモリから情報を読み取ることおよび／またはメモ
リに情報を書き込むことができる）。メモリ１００５は、電子情報を記憶することが可能
な任意の電子コンポーネントであり得る。メモリ１００５は、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディスク記憶媒体、光記憶媒体、ＲＡＭにお
けるフラッシュメモリデバイス、プロセッサと共に含まれるオンボードメモリ、ＥＰＲＯ
Ｍメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、およびこれらの組合せを含む、
その他のものなどとして構成され得る。
【０１０９】
　[00114]データ１００７ａおよび命令１００９ａは、メモリ１００５に記憶され得る。
命令は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン、関数（functions）、
プロシージャ、コードなどを含み得る。命令は、単一のコンピュータ可読ステートメント
または多数のコンピュータ可読ステートメントを含み得る。命令１００９ａは、ここに開
示された方法をインプリメントするために、プロセッサ１００３によって実行可能であり
得る。命令１００９ａを実行することは、メモリ１００５に記憶されたデータ１００７ａ
の使用を伴い得る。プロセッサ１００３が命令１００９を実行すると、命令１００９ｂの
さまざまな部分がプロセッサ１００３上にロードされ得、また、データ１００７ｂのさま
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ざまな部分がプロセッサ１００３上にロードされ得る。
【０１１０】
　[00115]電子デバイス１００２はまた、アンテナ１０１７を介した電子デバイス１００
２への信号の送信および電子デバイス１００２からの信号の受信を可能にするために、送
信機１０１１および受信機１０１３を含み得る。送信機１０１１および受信機１０１３は
、集合的にトランシーバ１０１５と呼ばれ得る。電子デバイス１００２はまた、複数の送
信機、複数のアンテナ、複数の受信機および／または複数のトランシーバ（図示せず）を
含み得る。
【０１１１】
　[00116]電子デバイス１００２は、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）１０２１を
含み得る。電子デバイス１００２はまた、通信インタフェース１０２３を含み得る。通信
インタフェース１０２３は、ユーザが電子デバイス１００２と対話することを可能にし得
る。
【０１１２】
　[00117]電子デバイス１００２のさまざまなコンポーネントは、電力バス、制御信号バ
ス、ステータス信号バス、データバスなどを含み得る、１つまたは複数のバスによって共
に結合され得る。明確さのために、さまざまなバスは、バスシステム１０１９として図１
０に例示される。
【０１１３】
　[00118]上記の説明では、参照番号が、時としてさまざまな用語に関連して使用されて
いる。用語が参照番号に関連して使用される場合、これは、図のうちの１つまたは複数に
おいて示される特定の要素を指すことを意味し得る。用語が参照番号なしに使用される場
合、これは、いずれかの特定の図に限定することなく用語を全般的に指すことを意味し得
る。
【０１１４】
　[00119]「決定すること（determining）」という用語は、幅広い種類の動作を包含し、
したがって、「決定すること」は、計算すること（calculating）、コンピューティング
すること（computing）、処理すること（processing）、導出すること（deriving）、調
査すること（investigating）、ルックアップすること（looking up）（例えば、表、デ
ータベース、または別のデータ構造をルックアップすること）、確定すること（ascertai
ning）および同様のことを含むことができる。また、「決定すること」は、受信すること
（receiving）（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（accessing）（例え
ば、メモリ内のデータにアクセスすること）および同様のことを含むことができる。また
、「決定すること」は、解決すること（resolving）、選択すること（selecting）、選ぶ
こと（choosing）、確立すること（establishing）および同様のことを含むことができる
。
【０１１５】
　[00120]「～に基づいて（based on）」という表現は、別段の規定がない限り、「～だ
けに基づいて（based only on）」を意味しない。言い換えれば、「～に基づいて」とい
う表現は、「～だけに基づいて」および「少なくとも～に基づいて（based at least on
）」の両方を説明する。
【０１１６】
　[00121]「プロセッサ」という用語は、汎用プロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）
、マイクロプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイク
ロコントローラ、ステートマシンなどを包含するように広く解釈されるべきである。いく
つかの状況下では、「プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）など
を指し得る。「プロセッサ」という用語は、処理デバイスの組合せ、例えば、デジタルシ
グナルプロセッサ（ＤＳＰ）とマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）コアと連携した１つまたは複数のマイクロプロ
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セッサ、あるいはその他任意のこのような構成を指し得る。
【０１１７】
　[00122]「メモリ」という用語は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子コンポ
ーネントを包含するように広く解釈されるべきである。メモリという用語は、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ
（ＮＶＲＡＭ）、プログラマブル読取専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能なプログラマブ
ル読取専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッ
シュメモリ、磁気的または光学的なデータ記憶装置、レジスタなどのような、さまざまな
タイプのプロセッサ可読媒体を指し得る。プロセッサが、メモリから情報を読み取るおよ
び/またはメモリに情報を書き込むことができる場合、メモリは、プロセッサと電子通信
状態にあるといえる。プロセッサに統合されたメモリは、プロセッサと電子通信状態にあ
る。
【０１１８】
　[00123]「命令」および「コード」という用語は、任意のタイプの（１つまたは複数の
）コンピュータ可読ステートメントを含むように広く解釈されるべきである。例えば、「
命令」および「コード」という用語は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブル
ーチン、関数（functions）、プロシージャなどを指し得る。「命令」および「コード」
は、単一のコンピュータ可読ステートメントまたは多数のコンピュータ可読ステートメン
トを備え得る。
【０１１９】
　[00124]ここで説明された機能は、ハードウェアによって実行されるソフトウェアまた
はファームウェアにおいてインプリメントされ得る。これら機能は、コンピュータ可読媒
体上に１つまたは複数の命令として記憶され得る。「コンピュータ可読媒体」または「コ
ンピュータプログラム製品」という用語は、コンピュータまたはプロセッサによってアク
セスされることができる任意の有形の記憶媒体を指す。限定ではなく例として、コンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記
憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造
または命令の形式で所望のプログラムコードを記憶または搬送するために使用でき、かつ
コンピュータによってアクセスされることができるその他任意の媒体を含み得る。ここで
使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）
、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここ
でディスク（disks）は、通常磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レー
ザーを用いて光学的にデータを再生する。コンピュータ可読媒体は、有形および非一時的
であり得ることに留意されたい。「コンピュータプログラム製品」という用語は、コンピ
ューティングデバイスまたはプロセッサによって実行、処理、または計算され得るコード
または命令（例えば、「プログラム」）と組み合わせにおけるコンピューティングデバイ
スまたはプロセッサを指す。ここで使用される場合、「コード」という用語は、コンピュ
ーティングデバイスまたはプロセッサによって実行可能であるソフトウェア、命令、コー
ドまたはデータを指し得る。
【０１２０】
　[00125]ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体上で送信され得る。例えば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合には、この同軸ケ
ーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波のようなワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【０１２１】
　[00126]ここに開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたは動作（action）を備える。方法のステップおよび／または動作は、特許請
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求の範囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。言い換えれば、ステップまたは
動作の特定の順序が、説明されている方法の正常な動作のために必要とされない限り、特
定のステップおよび／または動作の順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱
することなく修正され得る。
【０１２２】
　[00127]さらに、図２および図６によって例示されたような、ここで説明された方法お
よび技法を実行するためのモジュールおよび／または他の適切な手段は、デバイスによっ
てダウンロードされるおよび／または別の方法で取得されることができることが理解され
るべきである。例えば、デバイスは、ここで説明された方法を実行するための手段の転送
を容易にするために、サーバに結合され得る。あるいは、ここで説明されたさまざまな方
法は、デバイスに記憶手段を結合または提供した際に、デバイスがさまざまな方法を取得
し得るように、記憶手段（例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ
（ＲＯＭ）、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒
体など）を介して提供されることができる。さらに、ここで説明された方法および技法を
デバイスに提供するためのその他任意の適切な技法が、利用されることができる。
【０１２３】
　[00128]特許請求の範囲は、上記に例示されたとおりの構成およびコンポーネントに限
定されないことが理解されるべきである。さまざまな修正、変更、および変形が、特許請
求の範囲から逸脱することなく、ここで説明されたシステム、方法、および装置の配置、
動作および詳細において行われ得る。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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